
座⻑：福井 聖 先⽣ 
⼩林正学先⽣：がん治療と慢性腎臓病に対するAWG治療®の 
       取り組み 
⽥村裕先⽣：AWG治療®による⾎流量変動等に関する臨床研究 
⼭⼝治隆先⽣：線維筋痛症に対するAWG治療® 
総合討論：20分 
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PARTY

第１回「痛み医療開発研究会」 
AWG ORIGIN®シンポジウム

P A I N  M E D I C A L  D E V E L O P M E N T  S T U D Y  G R O U P # 1

 AWG治療の有効性を認めていただき、臨床‧診療でトップランナー
の⽴場でおられる先⽣⽅、⼤学で臨床研究として、サイエンス、EBM
にも組み込んでいこうとチャレンジしていただいている先⽣⽅を招き、
研究会を作って情報交換の場を、との提案が実現した第１回のシンポ
ジウムです。 

 ⼭⼝治隆先⽣（徳島⼤学総合診療医学分野）では、従来の治療で効
果のない線維筋痛症などの病態に対して、総合診療の⽴場から、波動
測定や波動治療に取り組んでおられます。 
 ⽥村裕先⽣（千葉⼤学⼤学院医学研究院 ⽣命情報科学）は、これま
で、がんの光免疫治療‧低周波治療に関する研究を⾏なってこられ、
英語論⽂化されています。AWG ORIGINを⽤いた臨床研究も実施され
て、現在、英⽂誌への投稿を準備中です。 
 ⼩林正学先⽣（岡崎ゆうあいクリニック院⻑）はがんの治療をされ
ながら、慢性腎臓病でAWG治療のデータをとっておられています。慢
性腎臓病に対する治療の取り組みは、世界的にみても画期的なことか
と思います。 
 福井からは、コロナ禍でたくさんのCovid-後遺症治療に取り組ん
でこられた⻄⽥先⽣の取り組みを少し紹介させていただきます。 
点でみなさまがんばってこられたこと、科学的な情報、臨床研究のノ
ウハウをシェアして、⼒をあわせてPR、普及していけばと思っており
ます。これまで書籍紹介、個々の体験談などはありましたが、医療関
係者の皆さんが安⼼して治療できるプロトコールの第１歩として、
しっかりとしたデータの蓄積やエビデンスをもとに、医療状況を改善
していきたいと思っております。 
 この研究会をキッカケに、波動 (量⼦)治療の可能性を科学的にアプ
ローチすることが広まり、今後さらに多くの患者さまにAWG治療の恩
恵がもたらされ、波動 (量⼦)治療が⽇本発で世界に普及してゆけばとて
も素晴らしいことと思います。現在AWG ORIGIN ®を導⼊あるいは検討
している医療関係者の皆さまにおかれましては、ぜひご参加いただき
ますようお願いいたします。 
 （なお、今回は対⾯での参加のみにしております） 

‧⽇時：10⽉28⽇、愛知医科⼤学医⼼館、多⽬的ホール1〜3 
‧午後３時〜５時 ‧参加費無料
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